















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（48） 高柳信夫「「中國學術思想史」における佛敎の位置─梁啓超の場合」（『言語 文化 社會』5、
2007年）を參照。
（49） 後藤延子「蔡元培と宗敎─序章・第二章」（『信州大學人文科學論集』33、1999年）175頁。
（50） 前揭『中國譯日本書綜合目錄』を參照
（51） 蔡元培「以美育代宗敎說」（『新青年』3-6、1917年）、石川啓二譯「美育をもって宗敎に代
える說」（長尾十三二監修、石川啓二・大塚豊著譯『中國の近代化と敎育』（明治圖書出版、
1984年））108-109頁。
【附言】本論文は未完であり、本誌次號に掲載豫定の「佛敎は哲學なりや宗敎なりや（中
國篇・下）─近代中國における淨土敎・禪宗評價と佛敎の脫宗敎化」に接續する。本拙稿
を踏まえた結論については、次號を參照して頂きたい。
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